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大
谷
田
公
園

科学と
芸

術のハ ー モ ニ ー

区内初 の本格 的ホールを持つ
児童 文化センタ ー・ホール ( 仮称)

い よい よ 着 工
区
で
は
、2
1世
紀
を
担
う
子
供
た
ち
が
、
楽
し
み
な
が
ら
科
学
を
学
べ
る
施
設
1
児
童
文
化
セ
ン
タ
ー
・
ホ
ー
ル
(
仮
称
)

の
建
設
計
画
を
た
て
、
平
成
5
年
秋
オ
ー
プ
ン
を
目
指
し
て
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
の
施
般
は
。
区
内
初
の
本
格
的
ホ

ー
ル
を
備
え
、
ま
た
、
プ
ラ
ネ
。卜
木
I
ル
な
ど
の
科
学
を
学
ぶ
充
実
し
た
設
備
も
あ
る
複
合
施
設
。
区
民
の
皆
さ
ん
が
科

学
、
芸
術
に
ふ
れ
、
親
し
む
だ
け
で
な
く
、
参
加
し
、
学
べ
る
、
ま
さ
に
生
涯
学
習
の
拠
点
と
な
る
施
設
が
誕
生
し
ま
す
。

西新井駅の近くに

児
童
文
化
セ
ン

タ
ー
・
ホ
ー
ル

は

、西
新
井
駅
(
東

口
)
に
近
い
、
栗

原
一
丁
目
都
営
住

宅
の
建
て
替
え
と

同
時
に
建
設
。
住

宅
と
施
設
が
共
存

す
る
新
し
い
ま
ち

が
誕
生
し
ま
す

。

地
上
4

階
、地
下
2

階
建
て

、

延
べ
床
面
積
約
1
万
5

千
㎡
の

大
き
な
施
設
。
身
体
に
障
害
を

持
つ
方
も
使
い
や
す
い
、
や
さ

し
い
設
計
が
ほ
ど
こ
さ
れ
て
い

ま
す

。

迫
力
あ
る
全
天
周
映
像

プ
ラ
ネ
ッ
ト
ホ
ー
ル
は
、
こ

の
施
設
の
自
慢
の
一
つ
。
直
径
2
3
a

の
傾
斜
型
ド
ー
ム
は
都
内

随
一
の
規
模
の
も
の
で
す
。
こ

の
ド
ー
ム
い
っ
ぱ
い
に
巨
大
な

映
像
が
繰
り
広
げ
ら
れ
る
「
全

天
周
映
画
」
は
、
美
し
い
映
像

と
迫
力
あ
る
音
響
で
か
ら
だ
全

体
を
包
み
込
み
、
未
知
の
世
界

へ
私
た
ち
を
導
い
て
く
れ
る
こ

と
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
銀
河
宇

宙
を
映
し
出
す
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ

ム
は
、
最
新
機
種
の
導
入
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

科
学
に
ふ
れ
る
驚
き
と
感
動

サ
イ
エ
ン
ス
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

は
科
学
の
城

。
宇
宙
、
地
球
、

人
間
な
ど
を
テ
ー
マ
に
し
た
展

示
が
物
語
と
し
て
展
開
さ
れ
て

い
ま
す

。

展
示
は
。
「
見
て

、
ふ
れ
て

、

動
か
し
て

」
み
る
こ
と
で

、
遊

び
な
が
ら
「
感
じ
て

、
考
え
る

」
こ
と
が
で
き
る
ぷ
つ
構
碼

宇

宙
へ
の
旅
立
ち
を
疑
似
体
験
で

き
る
装
置
も
あ
り
、
子
ど
も
の

宇
宙
へ
の
夢
を
育
ん
で
く
れ
ま

す
。コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
儿
―
ム
で

は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
可
能
性

を
追
求
し
た
楽
し
い
展
示
を
計

画
中
。
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル
で
は

タ
イ
ム
リ
ー
な
企
画
展
示
も
考

え
て
い
ま
す
。

青
少
年
健
全
育
成
活
動
の
拠
点
に

ま
た
、
こ
の
施
設
は
青
少
年

健
全
育
成
活
動
の
拠
点
と
も
な

り
ま
す

。「
団
体
活
動
室
」
「
研

修
室
≒

資
料
コ
ー
ナ
ー

」
を
備

え
、
青
少
年
の
健
全
育
成
に
か

か
わ
る
人
々
や
、
団
体
が
、
研

修
・
研
究
を
行
う
場
と
な
り
ま

す
。
学
習
活
動
に
利
用
で
き
る

イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル
や
、
音
楽
活

動
の
リ
(
I

サ
ル
に
も
使
え
る

防
音
設
備
の
完
備
し
た
研
修
室

な
ど
、
施
設
の
有
効
利
用
の
考

え
が
設
計
に
生
き
て
い
ま
す
。

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
も
や
っ
て
く
る

約
9
0
0の
客
席
を
持
つ
ホ
ー
ル

は
、
舞
台
面
積
が
現
在
の
文
化

会
館
の
お
よ
そ
2

倍
。
袖
舞
台

の
設
備
も
充
実
し
た
多
目
的
ホ

ー
ル
と
な
り
ま
す

。
音
響
反
射

板
も
完
備
さ
れ

、
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
の
演
奏
も
可
能
で
す
。

区
で
は
昨
年

、
学
び
あ
う
ま

ち
足
立
の
創
造
を
め
ざ
し
、「
足

立
区
生
涯
学
習
推
進
計
画
」
を

策
定
。
こ
の
ホ
ー
ル
は
、
計
画

推
進
に
欠
か
せ
な
い
生
涯
学
習

施
設
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
児
童
・
生
徒
の
文
化

活
動
の
発
表
、
芸
術
鑑
賞
の
場

で
あ
る
と
と
も
に
、
区
民
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
・
合
唱
団
の
舞
台
と

し
て
、
ま
た
区
内
文
化
団
体
を

は
じ
め
と
す
る
区
民
の
皆
さ
ん

の
成
果
発
表
の
場
と
し
て
、
そ

の
活
用
を
期
待
さ
れ
て
い
る
ホ

ー
ル
で
す
。
音
響
、
照
明
の
充

実
と
と
も
に
、
格
調
高
い
仕
上

げ
を
ほ
ど
こ
し
、
区
民
の
皆
さ

ん
の
文
化
芸
術
活
動
の
場
と
し

て
胯
れ
る
施
設
と
な
り
ま
す
。

平
成
5
年
オ
ー
プ
ン
予
定

児
童
文
化
セ
ン
タ
ー
・
ホ
ー

ル
は
、
平
成
5
年
秋
の
完
成
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
総
工
費
は

平
威
2
年
末
現
在
で
約
1
3
8億円

を
見
込
ん
で
お
り
、
大
規
模
な

工
事
と
な
り
ま
す
。

工
期
は
長
期
に
わ
た
り
ま
す

の
で
、
期
間
中
、
ご
迷
惑
を
お

か
け
し
ま
す
が
、
区
民
の
皆
さ

ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

問
合
せ
先

本
庁
舎
宇
住
)
　

・
生
涯
教
育
部
文
化
施
設
建

設
室

登
(
3
8
8
2
T
1
1
1

㈹

?
児
童
文
化
セ
ン
ター
・
ホー
ル

の
完
成
予想
模
型

宇宙 への旅立ち ―子供の夢を育む施設

CAI ( コンピュータ活用学習)

3 学期からスタート
目
ざ
ま
し
い
勢
い
で
科
学
が
進

歩
し
て
い
る
現
在
、
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
は
、
も
は
や
私
た
ち
の
生
活
に

欠
か
せ
な
い
も
の
と
な
っ
て
き
て

い
ま
す
。

子
供
た
ち
が
旱
い
時
期
か
ら
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
に
慣
れ
親
し
み
、
将

来
に
役
立
つ
よ
う
。
区
で
も
モ
デ

ル
校
4
校
を
指
定
し
、
学
校
教
育

に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
導
入
。ま
た
、

コ
ン
ビ
。ユ
ー
タ
の
活
用
に
よ
り
、

児
童
、
生
徒
の
個
々
に
対
応
し
た

学
習
を
行
う
、
新
し
い
試
み
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

C
A
I
っ
て
何
?

d
I
n
s
t
r
u
c
t
i
o
n
)

と
は

、児
童
・

生
徒
が
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
セ
ッ
ト

さ
れ
た
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
し
た

が
っ
て
個
別
に
学
ぶ
も
の
で
、
▽

個
人
の
ペ
ー
ス
で
学
習
で
き
る

▽
個
人
の
学
力
に
応
じ
た
問
題
を

与
え
ら
れ
る

▽
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

を
通
じ
て
学
習
結
果
が
即
時
に
評

価
さ
れ
、
学
習
意
欲
が
上
が
る

▽
個
人
の
学
習
記
録
が
保
管
さ

れ
、
今
後
の
学
習
活
動
の
資
料
と

な
る
、な
ど
の
利
点
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
特
徴

を
生
か
し
て
、
▽
算
数
・
数
学
で

表
計
算
、
グ
ラ
フ
を
即
時
に
表
示

▽
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
理

科
の
模
擬
実
験
が
で
き
る

、
な
ど

学
習
内
容
が
幅
広
く
、
充
実
し
た

も
の
に
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て

い
ま
す

。

平
成
2
年
度

研
究
推
進
校
に
は

小
・
中
4
校
を
指
定

今
年
度
は

、
研
究
推
進
校
と
し

て

、
青
井
小
学
校
、
栗
原
小
学
校
、

蒲
原
中
学
校
、
六
月
中
学
校
が
指

定
さ
れ
ま
し
た
。

新
学
習
指
導
要
領
で
も
、
情
報

化
社
会
へ
の
対
応
が
掲
げ
ら
れ
て

お
り
、
区
で
は
、
こ
れ
か
ら
も
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
を
活
用
し
た
教
育
を

推
進
し
、
よ
り
良
い
教
育
を
目
指

し
て
い
き
ま
す
。

新しい学習に瞳が輝やく( 六月中学校)

葦

立
ち

清
々
し
く
活
気
に
満
ち
た

威
人
式
が
終
り

、
平
成
3

年

の
日
常
が
始
ま
り
ま
し
た

。

さ
て

、今
は
情
報
化
時
代

。

日
常
の
生
活
を
営
む
た
め
に

も
、
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
が
欠

か
せ
な
い
も
の
に
な
っ
て
き

て
い
ま
す
。

区
の
情
報
は
、
あ
だ
ち
広

報
や
各
種
の
印
刷
物
を
通
じ

て
お
伝
え
し
て
い
ま
す
が
、

十
分
と
は
言
え
ま
せ
ん

。

そ
こ
で

、
区
で
は
情
報
公

開
制
度
を
発
足
さ
せ

ま
し

た
。
利
用
者
も
多
く
、
生
活

に
大
切
な
教
育
や
福
祉
の
情

報
が
請
求
さ
れ
て
い
ま
す

。

ま
た

、
昨
年
の
1
9一
月
か
ら

過
去
の
文
書
の
整
理
が
で
き

て
公
開
対
象
情
報
の
内
容
が

充
実
し
て
き
ま
し
た
。

情
報
公
開
以
外
に
も
区
政

資
料
室
で
は
、
さ
ま
ざ
袤
な

情
報
を
提
供
し
て
い
ま
す

。

こ
の
資
料
室
で
は

、
今
回
オ

ン
ラ
イ
ン
化
が
完
成
し
、
資

料
の
検
索
や
貸
し
出
し
が
簡

単
に
な
り
ま
し
た

。

例
え
ば
、
国
際
化
と
い
う

キ
ー
ワ
ー
ド
を
入
れ
る
と

、

国
際
化
に
関
す
る
本
や
行
政

資
料
の
一
覧
が
検
索
で
き
ま

す
。
種
々
の
情
報
が
ど
こ
に

あ
る
か
わ
か
る
こ
と
に
よ
っ

て

、
私
た
ち
の
世
界
は
確
実

に
広
が
り
ま
す

。
こ
れ
ら
の

情
報
を
活
用
し
て

、
ま
ち
づ

く
り
や
よ
り
よ
い
生
活
の
た

め
に
役
立
て
て
い
た
だ
け
れ

ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

区長

古
性
直
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所得税・住民税の 申告は正し く お早めに 3月に入りますと窓口は

大変混雑しますので、申告

檐の提出やご相談は早めに

お願いします。

所

得

税

所
得
税
の
確
定

申
告
が
必
要
な
人

(
1
)
平
虞
2
年
中
の
事
業
所
得
　

や
不
励
産
所
得
な
ど
各
種

所
碍
金
額
の
合
計
額
か

、

基
礎
控
除
や
扶
養
控
除
な

ど
各
種
所
寿
控
除
の
合
計

額
よ
り
多
い
人

(
2
)
給
与
所
辱
か
あ
る
方
で
次
　

の
要
件
に
該
当
す
る
人

∇
平
威
2
年
中
の
給
与
収
入

が
千
鶉
万
円
を
超
え
る
人

▽
給
与
以
外
に
2
0万
円
を
8
　

え
る
所

得
か
あ
る
人

▽
給
与
を
2

ヵ
所
以
上
か
ら

受
け

、
年
末
調
整
を
済
ま

せ
て
い
な
い
給
与
が
あ
る

人
▽
同
族
会

社
の
役
員
や
そ
の

親
族
な
ど
で

、
そ
の
法
人

か
ら
不
動
産
の
使
用
料
な

ど
給
与
以
外
の
支
払
い
を

受
け
た
人

(
3
)
大
工
・
左
官
・
と
び
職
な
　

ど
の
人
で

、
仕
事
先
が
I

定
し
て
い

な
い
方
や
所
得

税
を
源
泉
徴
収
さ
れ
て
い

な
い
人

(
4
)
土
地
や
建
物
等
を
誤
渡
し
　

た
人

岌
買
い
換
え
の
特
例
等
を
受

け
、税
金
が
か
か
う
な
い
婦

合
で
も
申
告
が
必
要
で
す
。(

5
)
株
式
や
ゴ
ル
フ
会
員
権
な
　

ど
を
譲
渡
し
て

、
当
初
の

購
入
価
格
よ
り
譲
渡
し
た

価
格
か
高
い
人

確

定

申

告

書

の

提

出

場

所

所
轄
の
税
務
署
で
受
け
付

け
ま
す
。

▽
足
立
税
務
署

▽
西
新
井
税
筋
署

住

民

税

住
民
税
の
申
告

が
必
要
な
人

(
1
)
平
成
2
年
中
に
所
醂
が
あ
　

り

、
平
虞
3

年
1
月
1
日

現
在
、
足
立
区
内
に
住
ん

で
い
爻

(
2
)
足
立
区
外
に
住
ん
で
い
て
　

も

、
区
内
に
事
務
所
や
亊

業
所

、
家
屋
取
が
あ
る
人

住
民
税
の
申
告
が

必
要
な
い
人

(
1
)
税
務
齧
に
確
定
申
告
す
る
　

人

(
2
)
平
虞
2
年
中
の
所
得
が
給
　

与
だ
け
で

、
給
料
か
ら
住

民
税
を
差
し
引
か

れ
て
い

戈

(
3
)
平
成
2
年
中
に
所
寿
の
な
　

か
っ
た
人

(
4
)
平
虞
3
年
1
月
1
日
現

在

、
生
活

扶
助
を
受
け
て

い
た
人

(
5
)
平
虞
2
年
中
の
台
計
所
辱
　

が

、【(
控
除
対
象
配
偶
者

十
扶
養
観
族
十
I
)

×
3
4
　

万
円
】
以
下
哭

非
課
税
の
人
も

申
告
に
ご
協
力
を

申
告
の
必
要
か
な
い
前
記

③
～
⑤
の
所
得
の
な
か
っ
た

人
や
所
得
が
一
定
基
準
以
下

哭

で
も

、
住
民
税
の
非
課

税
証
明
S
の
発
行
や
S
民
年

金
・
国
民
健
康
保
険
料
の
基

飃
賢
料
に
な
り
ま
す
の
で

、

こ
の
機
会
に
住
民
税
の
申
告

を
さ
れ
る
よ
う

、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す

。

住
民
税
申
告
書

の
提
出
場
所

区
役
所
中
央
本
町
庁
舎
・

課
税
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ

い

。
郵
送
で
も
受
け
付
け
て

い
ま
す

。

な
お

、
各
区
民
事
務
所
に

課
税
課
職
員
が
2
日
間
出
張

し

、
受
け
付
け
ま
す

。
日

程

は
「
あ
だ
ち
広
報
」2

弓
2
5

曰
号
に
掲
載
し
ま
す

。

2
月
1
6日
か
ら
3
月
1
5日
ま
で
で
す

所
得
控
除
欄
の
記
入
も
れ
に

ご
注
意
く
だ
さ
い

□
扶
奮
控
除
・
配
偶
者
控
除
　

生
計
を
一
に
す
る
扶
養
観
族

ま
た
は
配
偶
者
で

、
前
年
中
の

所
得
が
3
5万

円
以
下
で

、
他
の

観
族
の
扶
賢

、
事
業
専
従
者
に

な
っ
て
い
な
い
人
を
扶
養
し
て

い
る
と
き

。

そ
の
扶
養
し
て
い
る
人
の
状

況
に
よ
っ
て

、
次
の
控
除
が
あ

鞏

す
。

▽
一
般
の
扶
養
控
除

▽
障
害
者
控
除

▽
老
人
扶
養
控
除
(

大
正
1
0
年

1
月
1

日
以
前

生
ま
れ
の

人
)

▽
特
定
扶
養
親
族
控
除
(
昭
和

4
3年
1

月
2
日
以
降
昭
和
5
0

年
1
月
1

日
以
前
生
ま
れ
の

人
)

□
配
偶
者
葡
別
控
除

申
告
者
の
<
f
O
f
c
所

得
が
1

千

万
円
以
下
で

、
配
偶
者
が
次
の

場
合
該
当
し
ま
す

。

▽
孚
成
2
年
中
の
所
得
が
7
0万

円
未
鷆

▽
他
の

親
族
の
扶
養

、
事
業
専

従
者
に
な
っ
て
い
な
い

□
社
会
保
険
料
控
除

平
虞
2
年
中
に
支
払
っ
た

健

康
保
険
料
や
厚
生
年
金
保
険
料

な
ど
で

、
国
民
健
康
保
険
料

、

国
民
年
金
保
険
料
も
該
当
し
ま

す

。

□
生
命
保
険
料
控
除

申
告
者
や

申
告
者
と
生
計
を

一
に
す
る
配
偶
者

、
そ
の
他
の

親
族
を
受
取
人
と

す
る
も
の

で

、
平
虞
2

年
中
に
支
払
っ
た

生
命
保
険
料
、
簡
易
保
険
料
が

該
当
し
ま
す
。

ま
た

。今
年
か
ら
生
命
保
険

、

生
命
共
済
お
よ
び
郵
便
年
金
契

約
の
う
ち

、
定
め
ら
れ
た
条
件

に
該
当
す
る
個
人
年
金
契
約
に

つ
い
て

も

、
同
様
の
取
り
扱
い

に
な
り
ま
す
。

□
損
害
保
険
料
控
除

申
告
者
や
申
告
者
と
生
計
を

一
に
す
る
配
偶
者

、
そ
の
他
の

観
族
か
所
有
し
て
い
る
家
屋
・

家
財
等

、
ま
た
は
こ

れ
ら
の
人

の
身
体
に
傷
害
を
受
け
た
場

合

に

、
保
険
金
も
し
く
は
共
済
金

が
支
払
わ
れ
る
損
害
保
険
契
約

等
に
係
る
保
険
料
に
つ
い
て

、

今
年
か
ら
該
当
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た

。

□
障
害
者
笹
除

身
体
障
害
者
手
帳

、
愛
の
手

帳
を
お
持
ち
哭

。
寝
た
き
り

で
常
に
複
碓
な
介
護
を
要
し
て

い
る
人
も
該
当
し
ま
す

。

亜
寡
婦
・
寡
夫
控
除

6
5筬
以
下
(

大
正
1
5
年
1
月

2
日
以
降
生
ま
れ
)
で

、
次
の

人
か
該
当
し
ま
す

。

寡
S
・
-
夫
と
死
別
・
曜
婚
の
場
　

合
で

扶
養
観
族
ま
た
曁

罸
　

所
得
3
5万
円
以
下
の
子
を
有

す
る
人

。
死
別
の
場
合
は
こ

の
被
扶

養
者
が
い
な
く
て

も

、
本
人
の
合
計
所
得
が
勁

万
円
以
下
な
ら
該
当
し
ま
す

寡
婦
の
特
別
加
算
・・・
扶
餐
観
族

で
あ
る
子
を
有
し

、
合
黔
所

蓐
か

瞋
万
円
以
下
の
寡
婦
の

珊
合
は

、
控
除
額
が
加
算
さ

れ
ま
す

寡
夫
・・
・
妻
と
死
別
・
離
婚
の
場

合
で
合
黔
所
樽
3
5万
円
以
下

の
子
を
有
し

、
本
人
の
合
計

所
得
が
迴
万
円
以
下
交

亜

老
年
者
控
除

6
5歳
以
上
(

大
正
1
5
年
1
月
1

日
以
前
生
ま
れ
)
で

、
合
計

所
得
が
1
千
万
円
以
下
交

。

※
合
計
所
得
は

、
分
離
譲
渡
所

得
か
あ
る
場
合

。
特
別

控
除
前

の
金
額
で

計
算
し
ま
す

。

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
確
定
申
告

還
付
申
告
に
つ
い
て

次
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
源

泉
徴
収
さ
れ
た
所
得
税
か
還
付

さ
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
の

で
、
お
早
め
に
申
告
し
て

く
だ

さ
い
。

□
平
成
2
年
中
に
勤
務
先
を
退

職
し
て
年
末
調
整
を
済
ま
せ
て

い
な
い
人

□
医
療
費
控
除
を
受
け
る
人
　

医
療
費
控
除
の
金
額
は
、
平

成
2

年
中
に
要
し
た
医
療
費
か

ら
'
u
t
i
所
得
金
額
の
5
%

ま

た
は
1
0万
円
の
い
ず
れ
か
、
少

な
い
方
を
差
し
引
い
た
金
額
と

な
り
ま
す
。

な
お
、
出
産
費
、
高
額
医
凍

費
な
ど
健
康
保
険
等
で
補
て
ん

さ
れ
た
金
額
は
、
医
療
費
か
ら

差
し
引
い
て
計
算
し
ま
す
。

・

住
宅
取
得
等
特
別
控
除
を
受

け
る
人

居
住
用
の
家
屋
を
新
築
や
購

入
、
ま
た
は
増
改
築
を
し
た
場

合
。た

だ
し
、前
住
居
を
売
却
し
、

そ
の
年
の
礎
定
申
啻
に
よ
っ
て

い
わ
ゆ
る
『
買
い
換
え
の
特
例
』

を
受
け
た
人
は

、
控
除
の
対
象

と

な
り
ま
せ
ん

。

□
そ
の
他
の
控
除

雑
損
控
除
・・
・
盗
曜
や
火
災
な
ど

に
あ
っ
た
場
合

寄
付
金
控
除
・・・
特
定
の
寄
付
を

し
た
場
合

※
確
定
申
告
を
し
て
還
付
と
な

る
控
除
は
ほ
か
に
も
あ
り
ま
す

が
、
控
除
を
受
け
る
た
め
に
は

そ

れ
ぞ
れ
定
め
ら
れ
た
条
件
か

あ
り
、
申
告
に
は
添
付
S

類
か

必
要
で
す
。
く
わ
し
く
は
税
秘

署
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ

い
。

医
療
費
控
除
の
還
付
申

告
は
。
区
役
所
中
央
本
町

庁
舎
・
課
税
課
で
も
、
3

月
5

日
ま
で
受
け
付
け
ま

す
。

税
法
の
改
正
が
あ
り
ま
し
た

所
得
税
は
平
成
2
年
分
、住
民
税
は
平
成
3
年

度
か
ら
の
主
な
改
正
点
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

□
公
的
年
金
に
係
る
雑
所
得
金

顫
の
計
算
等
に
関
す
る
改
正
(

1
)
公
的
年
金
に
係
る
雑
所
得
は
　

表
―
に
よ
り
計
算
し
李
歹
(

2
)
原
泉
徴
収
を
要
し
な
い
公
的
　

年
金
額
の
引
き
上
げ
(

所
得

税
の

場
合
)
は
次
の
と
お
り

で

す

▽
年
齢
6
5筬
以
上
の
人
・・
1
7
5万

円
(

改
正
前
回
万
円
)

▽
年
齢
6
5
歳
未
満
の
人
・・
・
而
万

円
(

改
正
前
6
0万
円
)

▽
特
定
の
公
的
年
金
等
・
:
1
1
0万

円
(

改
正
前
6
0万
円
)

□
個
人
年
金
保
険
契
約
に
係
る

生
命
保
険
料
控
除
の

改
正

身
体
の
障
害
や
疾
同
等
に
起

因
し
て

保
険
金
等
を
支
払
う
旨

の
特
約
が
付
い
て
い

る
契
約
に

係
る
個
人
年
金
保
険
料
(
特
約

部
分
の

金
額
は
除
く
。
以
下

同

じ
)

が
加
え
ら
れ
ま
し
た
。
控

除
額
は
、
そ
れ
ぞ
れ
表
2
の
算

式
で
計
算
し
た
金
碩
と
な
り
ま

す
。

□
寡
婦
(
寡
央
)

控
除
に
係
る
所

得
限

度
額
の
引

き
上

げ

合

詐
所
得
碩

が
M
万
円
以
下

か
ら

襄
万
円
以

下
に
I

呈

け

ら
れ
ま
し
た
。

番
所
得
税
の
寄

付
金
控
除
と
な

る
公

益
法
人
の

範
囲
の
砿
大
　

次
の
も
の

が

加
え
ら
れ
ま
し

た
。

(
1
)
財
団
法
人
長

寿
社
会
閧
発
セ
ン
タ
ー
に
対

す
る
寄
付
金
で
、
そ
の
法
人

の
主
た
る
目
的
で

あ
る
業
務

に
関
連
す
る
も
の

(
2
)
次
の
目
的
に
該
当
す
る
、
一
　

定
の
特
定
公
益
信
託
の
信
託

財
産
と
す
る
た
め
に
支
出
し

た
金
銭

▽
開
発
途
上
に
あ
る
厩
外
の
地

域
に
対
す
る
経
済
協
力
(

技

術
協
力
を
含
む
)

に
資
す
る

賢
金
の

贈
与

▽
自
然
環
境
保
全
の
た
め
、
野

生
励
榲
物
の
保
護
繁
殖
に
関

す
る
業
務
を
行
う
こ
と
を
主

た
る
目
的
と
す
る
法
人
で
、

そ
の

業
務
に
閲
し
国
ま
た
は

地
方
公
共
団
体
の

委
託
を
受

け
て
い
る
も
の
等
に
対
す
る

助
成
金
の
支
給

※
こ
の

改
正
は
、
平
成
2
年
4

月
1
日

以
降
に
支
出

さ
れ
た
も

の
か
ら
適
用
さ
れ
ま

す
。

□
住
宅
取
得
等
特
別
控
除
の
改

正
(

所
得
税
の
場
合
)

(
1
)
控
除
対
象
期
間
が
5
年
間
か
　

ら
6

年
間
に
延
長

さ
れ
ま
し

た
(
2
)
適
用
対
象
と
な
る
増
改
築
等
　

の
工

事
費
用
の
金
額
要

件

か
、
譛
万
円
超
か
ら
1
0
0
万
円
　

超
に
引
き
下
げ
ら
れ
ま
し
た
(

3
)
適
用
期
限
が
平
虞
3
年
1
2
月
　

3
1日
ま
で
、
2

年
間
延
長
さ

れ
ま
し
た

※
こ
の
改
正
は
、
平
成
2
年
1

月
1
日
以
後
に
居
住
用
と
し
て

使
用
す
る
も
の
か
ら
適
用
さ
れ

ま
す
。

□
新
黯
賃
家
住
宅
の
割
増
償
却

の
特
例
(
所
得
税
の
場
合
)
　

割
増
率
・
床
面
積
・
取
得
価

格
基
準
か
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
2

年
1
月
1

日
以
後
に
居

住
用
と
し
て
使

用
す
る
も
の
か

ら
適
用
さ
れ
ま

す
。
く
わ
し
く

は
税
務
署
へ
お

問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

□
減
価
償
却
資

産
の
耐
用
年
数

の
改
正
(
所
得

税
の
場
合
)
　

く

わ

し

く

は
、
税
務
暑
へ

お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い

。

□
み
な
し
法
人

課
税
選
択
に
係

る
み
な
し
法
人

所
得
お
よ
び
過

大
報
酬
辱
に
対

す
る
税
串
の
改

正

(
1
)
み
な
し
法
人
所
得
に
対
す
る
　

齏
▽
廁
万
円
ま
で
の
部
分
は
、
2
7
　

・
3
%

か
ら
2
8
%
に
な
り
ま

し
た

▽
巍
万
円
を
超
え
る
部
分
は
、

今
ま
で
ど
お
り
で
す

(
2
)
過
大
報
酬
等
の
額
に
対
す
る

税
率

2
9
%か
ら
2
8
%
に
な
り
ま
し

た
。た
だ
し
、み
な
し
法
人
所
得

と
過
大
報
酬
と
の
合
計
額
が
鯣

万
円
を
超
え
る
鳩
合
に
は
、
過

大
報
酬
等
額
の

う
ち
の
瞋
万
円

を
超
え
る
部
分
に
つ
い
て
は
、
4
0
%

か
ら
3
7
・
5
%

に
改
正
さ

れ
ま
し
た
。

□
み
な
し
法
人
の
配
当
所
得
率
(

1
)
峩
万
円
ま
で
の
部
分
は
、
6
8
　

%
か
ら
6
7
%
に
改
正
さ
れ
ま

し
た

(
2
)
枷
万
円
を
超
え
る
部
分
は
、
　

改
正
前
と
同
様
5
6
%
で
す

表1 公的年金に係る雑所得金額の計算表

表2 個人年金保険に係る生命保険料控除の計算表

所
得
税
・
個
人
事
業
税
・

住
民
税
・
消
費
税

共
同
説
明
会
の
お
知
ら
せ

表
3
の
日
程
で
説
明
会
を
行

い
ま
す
。
今
年
度
改
正
と
な
っ

た
年
金
受

給
者
の

計
算
方
法

や
、
消
費
税
の
説
明
な
ど
を
行

い
、
質
問
も
受
け
付
け
ま
す
。

ど
う

ぞ
お
気
軽
に
最
寄
り
の

会
柵
へ
お
出
か
け
く
だ
さ
い

。

表3 所得 税・個人 事業 税・区民 税・消 費 税 の共 同 説 明 会日 程

※ 名 会 場 への 車 での ご 来 輿は ご 遠虞 く ださ い 。

個
人
事
業
者
の
方
へ

消
費
税
確
定
申
告
書
受
け
付
け
中

昭
和
6
3
年
中
の
課
税
売
上
高

が
3
千
万
円
を
超
え
る
事
業
者

の
方
は
、
平
氓
3

年
4
月
1

日

ま
で
に
平
成
2
年
分
の
「
消
費

碗
確
定
申
告
喬
」
を
作
成
し
て

所
轄
の
税
務
署
へ
提
出
す
る
と

と
も
に
、
そ
の
消
費
税
額
を
納

付
す
る
ぶ
つ
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、『
消
費
税
確
定
申
告
S

』
に
は
簡
易
課
税
用
と
一
般

用
の
2

種
類
か
あ
り
ま
す
。

(
1
)
昭
和
6
3
年
中
の
課
税
売
上
高
　

が
5

億
円
以
下
の
課
税
事
業

者
で
、「
消
費
税
簡
易
課
税
制

度
選
択
届
出
!

を
提
出
し

て
い
る
方
は
、祠

費
税
確
定

申
告
S
(

簡
易
課
税
用
)
」
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い

。

た
だ
し
、
貸
し
倒
れ
に
よ

り
還
付
を
受
け
よ
う
と
す
る

湯
合
は
、「
消
費
税
確
定
申
告

婁
(
一
般
用
)
」
を
便
用
し
て

く
だ
さ
り

(
2
)
昭
和
6
3
年
中
の
課
税
売
上
高
　

が
5
億
円
を
超
え
る
課
税
事

業
者
お
よ
び
簡
易
課
碗
制
度

を
遺

択
し
て
い
な
い
事
業
者

の
方
は
、「
消
費
税
確
定
申
告

番
【

】般
用
)
」
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

※
不
明
な
点
は
、
所
砲
の
税
務

署
の
間
税
部
門
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

お
済
み
で
す
か

給
与
支
払
報
告
書
の
提
出

平
威
3

年
1

月
1

日
現

在
、
給
与
の

支
払
い
を
き

れ

て
い
る
万
で

、
所
侭
税
の
原

泉
徴
収
義
務
の
あ
る
方
は

、

給
与

支
払
報
告
書
を
区
市
町

村
長
あ
て
に
提
出
し
て
い
た

だ
く
こ
と

に
な
っ
て
い

ま

す
。ま

だ
提
出
し
て
い
な
い
方

は
、
お

早
め
に
ご
提
出
願
い

ま
す
。

提
出

期
限
1

月
3
1
日
(
木
)

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎

・
特
別
徴
収
係

(
3
8
8
0
)
5
0
9
1

問 合 せ 先

所 得 税
足 立 税 務 署 　<3888) 6241　(
千佳旭町4- 21)

西 新 井 税 務 署 　( 3840) 1111　(
栗原3- 10- 16)

税務相談窒足立分室 　( 3881) 8692　(
干住 旭町4- 21 足立税務署内)

住 民 税
区役所中央本町庁舎( 中央本町1- 17- 1)
課 税 課 　( 3880) 5081

写
真
で
た
ど
る

足
立
た
いむ
と
ら
べ
る

注目の自転車競走大会
たくましい両腕がドロップ ハンドルを
握り、今まさにスタート直前のよう。大
勢の人たちカ9帚部(かもん) 堤を観覧席代
わりにしています。場所は千僅緑町の北
千住公園あたり、大正10年ごろのスナッ
四 す。

( 写真提供‥・根太勝義さん)

2 , 00 0
人 の 方 に

聞きま
し た 高齢者生活実態調査 結果まとまる

区
で
は
、
平
成
2
年
6

月
か

ら
1
1
月
に
か
け
て

、
6
5歳
以
上

の
2
予
人
を
対
象
(
回
答
率
8
7
%
)

に

、
高
齢
者
生
活
奥
態
詞

査
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
は

。

急
激
に
進
行
す
る
高
齢
化
社
会

に
対
応
す
る
た
め
、
高
齢
者
の

生
活
実
態
を
知
り
、
そ
の
單
向

を
施
策
に
反
映
豆

そ

い
く
こ

と
が
重
要
で
あ
l

、
と
考
え
て

行
っ
た
も
の
で
歹
。

こ
の

結
果
、
い
つ
ま
で
も
住

み
慣
れ
た
足
立
で

生
活
で
き
る

よ
う

、
ま
ち
つ

く
り
を
は
じ

め
、
寝
た
き
り
ゃ
痴
呆
(
ち
ほ

う
)
性
高
齢

者
へ
の

擾
霞
、高
齢

者
の
住
宅
確
保
、
生
き
が
い

対

策
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
で

様

々
な
対

墮
一

石

声
が
多
い
こ

と
が
わ
か
り
ま

し
た
。

調
査
結
果
は
、
今
後
の
福
祉

行
政
等
の

基
礎
資
料
と
し
て
活

用
し
て
い
き
ホ
す
。
こ
の
う
ち

の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

高
齢
者
の

家
族
状
況
は

高
齢
者
の
家
族
構
虞
で
は
、

「
ひ
と
り
ぐ
ら
し
」と
答
え
た
人

が
1
5
%で

、
「
夫
婦
の
み
」が
2
5
%

、
殃
る
a
%

の
人
は
そ
れ
以

外
の
皀
帯
と
な
っ
て
い
ま
す
。

家
族
只

取
は
r
<£
>人
以
上
」

が
2
9
%で

最
も
多
く
。
続
い
て

「
3
人
」
が
2
6
%
と

な
っ
て
い

ま
す
。
一
緒
に
庄
ん
で
い
る
家

族
は
「
息
子
・
娘
」
が
7
1多
と

圧
倒
的
に
多
く
、
「
孫
」
4
4
%
、

「
配
偶
者
」
4
1
气

「
息
子
の
配

偶
者
」
が
3
9
%
と
い

う
順
に
な

っ
て
い

ま
す
。

生
き
が
い
の

内
容
は
多
様

楽
し
み
や
生
き
が
い
に
つ
い

て
、
高
齢
者
全
体
で
は
「
趣
味
や

レ
ジ
ャ
ー
」
が
2
4
%
で
「
仕
事
・

勳
く
こ
と
」
は
a
%
で
す
が
、
体

が
弱
く
な
っ
た
高
齢
者
は
、
半

数
哭

が「
テ
レ

ビ
」を
見
る
こ

と
と
答
え
て
い
ま
す
。

介
護
者
も
高

齢
化
の
傾
向

寝
た
き
り
の
高
齢
者
を
介
護

し
て
い
る
人
は
、「
配
偶
者
」
が
2
6
%

で
最
も
多
く
、「
娘
」
2
0
%、

「
嫁
」
1
8
%
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
日
当
た
り
の
介
護
に
要
す

る
時
間
は
「
ほ
と
ん
ど
つ
き
っ

き
り
」
が
4
2气

「
半
日
以
上
」
2
2
%

で
、
合
わ
せ
る
と
6
4
%
に

な
り
ま
す
。介
護
者
の
年
齢
は
。

「
4
0歳
代
」
臾

が
2
5
%
で
最

も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
が
。郤

歳
岱

の
人

も
2
0
%
近
く
あ
り
、

高
齢
者
の
介
護
も
高
齢
者
と
い

う
実
態
が
う
か
が
え
ま
す
。

介
霞
方
法
な
ど
の

知
識
は
。

「
医
師
や
碍
院
」
か
ら
寿
た
と

い
う
の
か
叨
%

で
最
も
多
く
。

「
テ
レ
ビ

ー
ラ
ジ
オ
」
か
ら
が
2
2
%

と
な
っ
て
い
ま

す
。

介
護
に
つ
い
て
大
変
な
こ
と

を
3
つ

選
ん
で
も
ら
っ
た
と
こ

ろ
、「
用
便
の
世
謦

が
5
1
%で

第
1
位
、「
食
事
の
世
話
」
が
4
1

气

「
入
浴
の
世
話
」
3
8
%
の
順

に
な
っ
て
い
ま
す
。

高
齢
者
福
祉

対
策
へ
の
要
望

力
を
入
れ
て
ほ
し
い
項
目
を
3

つ
選
ん
で
も
ら
っ
た
と
こ

ろ

「
健
康
管
理
対
策
」
3
1气

「
生

き
が
い
対
策
」
が
2
9
%
、「
寝
た

き
り
高
齢
者
に
対
す
る
施
策
」

が
2
3
%
で
し
た
。

「
住
宅
対
策
」
に
つ
い
て
は
、
1
2
%

の

方
が
要
望
し
て
い

ま

す
。

問
合
せ
先

本
庁
舎
(
千
庄
)

。

高
齢
化
社
会
対
策
室

(
3
8
8
2
T
1
1
1

㈹

艮佳意向 潔,

居住理由
( 2 つ以内で回答)

高齢者福祉対策への要盟
( 3 つ以内で回答)

● 平成3 年1 月1 日から区内の電話局番は, 頭に3 を付け加えた4 ヶ夕になりました( すでに4 ヶ夕の場合はそのままです'
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足 立 の語 り 伝
え

身近な 昔話っておもしろい

ど
の
土
地
に
も
、
そ
の

恚

届

自
の
語
り
伝
え
が
あ
る
も
の
で
す
。
晒
り
伝
え
か
ら

は
、
昔
の
ま
ち
の

像
子
や
祖
先
の
生
活
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
地
名
の
由
来
を
探

っ
た
り
、
ま
ち
中
の
お
地
蔵
様
の
い
わ
れ
な
ど
を
知
る
と
、
自
分
の
ま
ち
へ
の
愛
着
は

ま
す
ま
す
深
ま
る
こ
と
で
し
よ
う
。
区
内
に
も
多
く
の
晒
り
伝
え
が
あ
り
ま
す
。

今
回
は
、
そ
の
中
の
6
つ
の
晒
り
伝
え
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

(
1

)
関
屋
の
里

関
屋
の
里
は
、
東
成
関
屋
駅

よ
り
陶
西
の
地
峨
、
千
寿
第
八

小
学
校
、
関
屋
公
園
な
ど
が
あ

る
現
在
の
千
住
関
屋
町
を
指
す

昔
の
呼

び
名
で

す
。
そ
の
名
の

起
こ
り
は
叉
治
5

年
(
1
1
8
9
)

源

頼
朝
が
、
奥
州
の
藤
原

氏
を
平
定
し
た
浚
に
、
軍
功
の

あ

う
た
江
戸
太
郎
氤
長
を
受
領
(

ず
り
ょ
う
)
の

役
職
に
任
じ
、

こ
こ
に
関
所
を
設
け
た
の
に

始

ま
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

最
初
は
軍
略
の
要
点
と
い
う

い
か
め
し
い
場
所
で
し
た
が
、

こ
こ
は
隅
田
川
が
大
き
く
わ
ん

曲
し
、
そ
の
入
江
の
よ
う
な
所

に
あ
し
が
生
い

茂
り
、
都
鳥
や

カ
モ
な
ど
の
鳥
が
飛
び
交
う
景

色
の
よ
い
場
所
で
し

た
。幾

度
か
足
立
に
足

を
逓
ん
だ
葛
飾
北
斎

の
代

表
作
「
富
嶽
(
ふ

か
く
)
三
十
六
景
」中

に
は

、。隅
田
川
関
屋

の
男

が
あ
り
、
昭

和
4
1
年
、
記
念
切
手

に
選
ば
れ
た
ほ
ど
で

す
。
今
で
は
高
一

マ
ン
シ
ョ
ン

や
遊
園
地
が
広
が
り
、
そ
の
面

彫
は
あ
り
ま
せ

ん
が
。
将
来
は

ス
ー
パ
ー
堤
防
(
緩
や
か
な
斜

面
の
堤
防
)
な
ど
に
よ
り

。
再

び
水
辺
に
練
豊
か
な
景
観
が
広

が
り
ま

す
。

一

嶽
三
十
六
震

。隅
田
川
関
屋
の
尹

スーパー鍵防のイメージイラスト

( 2) 梅島二丁目の
お 地 蔵 様

梅
島
2
1
1
0
-
5

に
お
地

蔵

様
か
あ
り
、
彫
義
政
ゆ
か
り
の

も
の
だ
と
い
う
梧
り
伝
え
が
あ

り
ま
す

。

こ
の

あ
た
り
に
彰
義
隊
の
5

人
の
落
ち
武
者
か
逃
が
れ
て

き

ま
し
た

。
傷
つ
い
た
5

人
は
も

う
こ
れ
ま
で
と

。
付
近
の
農
家

の
人
を
呼
び

、「
目
分
た
ち
が
死

ん
だ
ら

、
こ
の
石
を
建
て
て

、

ま
つ
っ
て
く
だ
さ
い

。
き
っ
と

皆
さ
ま
の

身
を
お
守
り
し
ま

す
」
と

頼
ん
だ
の
で
す

。

こ
の

建
て
た
石
は

、
や
が
て

地
蔵
様
に
変
身
し

、
村
人
た
ち

の
危
難
を
何
度
と
な
く
蚊
っ
て

く
れ

、
特
に
皮
膚
鍔
に
効
験
か

あ
り

、
。い
ぼ
地
蔵
　
の
名
が
つ

け
ら
れ
ま
し
た

。足
立
一
布
は

、

あ
し
が
生
え
る
ほ
ど
の
湿
地

帯

で
す

。
湿
地
帯
に
は
皮
膚
痾
が

つ
き
も
の

。
地
蔵
様
は
多
く
の

信
者
を
集
め
ま
し
た

。

昭
和
4
0
年
の
環
七
の
9
通
な

ど
で

、
こ
の
地
峨
は
著
し
く
変

わ
り
、
今
で
は

、
お
地
蔵
様
の

存
在
さ
え
も
知
ら
な
い
人
が
多

く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が

、

そ
れ
で
も
昔
の
こ
と
を
知
っ
て

い
る
人
の
間
で
は

、
熱
心
な
層

邸
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
そ
う

で
す
。

禀
こ
の
地
蔵
様
に
は

、
村
を
守

る
た
め
に
優
牲
と
な
っ
た
圧
屋

新
八
の
供
養
に
建
て
た
と
い
う

語
り
伝
え
も
あ
り
ま
す

。

立派なほこらの中に納まっているが、普
段は開いていない。魂戸( さいかちど、
さいかえど) 地蔵という

(
3
)
足
立
の
桜
草

春
に
な
る
と
か
れ
ん
な
花
を

咲
か
せ
る
桜
草
は

、
江
戸
蒔
代

の
こ
ろ

、
千
佳
の
町
や
新
田
の

湿
地

帯
に
自
生
し
て
い
ま
し

た

。
荒
川
沿
い
の
地
に
桜
草
が

自
生
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の

は

、
洪
水
に
よ
っ
て
秩
父
方
面

か
ら
遅
ぱ
れ
た
土
砂
に
混
じ

っ

て
桜
章
の
穡
が
あ
っ
た
か
ら

だ

ろ
う
と
い
わ
れ
て
い
ま
す

。
こ

う
し
て

、
千
住
の
野
や
新
田
の

湿
地
帝
は

、
あ
た
り
一
面

、
紅

色
に
桑
め
ら
れ
ま
し
た

。

千
住
や
新
田
の
桜
草
と
し
て

知
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の

は

、
千
住
の
野
が
宿
鳩
か
ら
近

く
に
あ
っ
た
こ
と
と
か

、
斯
田

が
西
新
井
大
師
参
脂
(
さ
ん
け

い
)

の
通
り
遭
で
あ
っ
た
こ
と

な
ど
か
ら
の
よ
う
で
す

。
足

立

に
何
度
か

訪
れ
た
小
林
一
藁
の

句
6

が
く
に
は

草
も
桜
を

咲
き
に
け
P

は

、
詠
ん

だ

鳥
所
は
は
っ
き
り
し
て
い
ま
せ

ん
が

。
足
立
の
桜
章
を
見
な
が

ら
ふ
る
さ
と
を
し
の
ん
だ
も
の

か
も
し

れ
ま
せ
ん

。今
日
で
は

、

そ
の
痕
跡
(
こ
ん
せ
き
)

さ
え

も
う
か

が
う
こ
と
が
で
き
な
く

な
り
ま
し
た
が

、
足
立
斯
田

高

校
校
眼
の
一
節
に

、
桜
草
が
歌

い
こ
ま
れ
、
そ
の
麗
姿
が
校
章

に
刻
み
こ
ま
れ
て
い
ま
す

。

都
立
足
立
新
田
高
校
の
校
章

現在は工鳩が多い新田地区。江戸時代は一面に多( かや) が生え、
その根もとには桜草が見事に咲き胯っていた

(
4
)
白
旗
塚

白
旗
塚
は

、
東
伊
眞
町
の
白

旗
塚

史
跡
公
園
内
に
あ
り
ま

す

。
高
さ
2
.
5
S
、
広
さ
印
㎡
ほ

ど
の
円
鳩
、
こ
れ
が
白
旗
褫
で

す

。
こ
こ
で
は

、
次
の
よ
う
な

話
が
伝
わ
っ
て
い
ま
す

。

そ
の
昔
、
塚
の
上
に
は

、
古

い
大
き
な
松
の
木
が
茂
っ
て
い

ま
し
た

。
し
か
し
、
啄
に
近
寄

る
と
た
た

り
が
あ
る
と
恐
れ

て

、
訪
れ
る
人
の
な
い
ま
ま
立

ち
枯
れ
て
し
ま
い

、
た
ま
た
ま

吹
い
た
大
風
に
よ
っ
て
倒
さ
れ

て
し
ま
い
ま
し
た
。

そ
の
結
果

、
木
の
根
元
か
ら

た
く
さ
ん
の
武
器
が
頭
を
の

ぞ

か
せ

、
そ
れ
を
見
た
村
人
の
I

人
が

、
気
に
入
っ
た
刀

を
家
に
持
ち
婦
り
ま
し

た

。
す
る
と

、
そ
の
日

の
晩
か
ら
一
家
の
者
全

部
が
大
病
に
か
か
っ
て

し
ま
っ
た
の
で
す
。
持

ち
帰
っ
た
村
人
は
た
た

り
の
恐

ろ
し
さ

を
知

り

、
す
ぐ
に
そ
の
刀
を

も
と
あ

う
た
所

へ
埋
め
な
お

し

、
そ
の
上
に
松
の
木
二
本
を

新
た
に
啀
え
た
の
で
し
た

。

や
が
て

、
豪
の
者
の
大
病
も

冶
り

、
二
本
の
松
も
大
木
へ
と

呎
長
し
て
い
き
ま
し
た

。
地
元

の
人
た
ち
は

、
こ
れ
を
二
本
松

と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
と
の
こ

と
で

す
。

現
在
。
二
京
の
松
は
枯
れ
ま

し
た

が
。
十
数
本
の
松
が
筒
を

寄
せ
合
う
よ
う
に
立
ち

、
昔
の

な
ご
り
を
と
ど
め
て
い
ま
す

。

白
旗
塚
は

、
源
頼
嚢
、
義
歌
親
子
が
奥
州
鎮
圧
の
た
め
に
こ
の
地

を
通
り

、
源
氏
の

旗
印
で
あ
る
白
旗
を
立
て
た
こ
と
か
ら
、
そ
の

名
が
つ
い
た
と
い

わ
れ
て
い
る

(
5
)
庚
申
様
と
ま
た
の
ぞ
き

昔

。
花
畑
と
保
木
間
の
村
篤

を
通
っ
て
い
た
旧
流
山
遭
の
わ

き
に

、
花
畑
村
の
人
々
が
建
て

た
庚
申
塔
が
あ
り
ま
し
た

。
そ

の
ご
利
益
の
お
か
げ
か

、
村
人

た
ち
は
穏
や
か
な
日
々
を
送
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た

。

と
こ
ろ
が

、
こ
の
あ
た
り
に

は

、先
祖
か
ら
の
一
菖
い
伝
え
で

、

こ
の
庚
申
咲
の
近
く
で

「
お
日

柵
を
ま
た
の
間
か
ら
の
ぞ
い
て

は
な
ら
な
い
」
と
い
う
タ
ブ
ー

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
理
由
に

つ
い
て
は
、
は
っ
き
り
し
て
い

ま
せ
ん
。
庚
申
塔
の
上
部
に
太

陽
と
月
か
刻
み
込
ま
れ
て
い
た

か
ら
と
い
う
脱
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
農
作
初
に
探
い
か
か
わ

り
の
あ
る
お
日
様
を
、
ま
た
の

間
か
ら
の
ぞ
く
な
ん
て
不
敬
極

ま
り
な
い
か
ら
で
す
。

し
か
し
、
あ
る
日
の
こ
と
。

ヘ
ソ
曲
が
り
で
蝕
情
な
嫌
わ
れ

者
の
農
夫
が
、
こ
と
も
あ
ろ
う

に
、
先
祖
か
ら
の

言
い
伝
え
を

破
っ
て

、こ
の
庚
申
様
の
前
で
、

ま
た
の
間
か
ら
夕
日
を
の

ぞ
い

て
し
ま
っ
た
の
で
す
。
数
日
た

っ
た
夕
方
の
こ
と

、
こ
の

農
夫

は
ポ
ッ
ク
リ
死
ん
で
し
ま
い
ま

し
た
。

村
の
人
々
は
『
罰
が
あ
た
っ

た
ん

だ
。
ほ
か
の
者
は
二
度
と

こ
ん
な
こ
と
を
し
て
は
な
ら
ん

ぞ
」
と
、
お
互
い
に
戒
め
あ
い

先
祖
か
ら
の
言
い
伝
え
は

、
こ

の
こ
と
が
契
機
と
な
っ
て
さ
ら

に
固
く
守
ら
れ
ま
し
た
。

庚
申
様
は
、
そ
の
浚
も
ず
っ

と
花
畑
村
の
人
々
の
願
い
を
き

い
て

く
れ
た
そ
う
で
す
。

こ
の
庚
申
様
は
軟
唆
の
区
画

整
理
の
た
め
に
、
花
畑
一
丁
目

の

林
松
寺
に
移
さ
れ
て

い
ま

す
。

語り伝えの庚申塔( 右)

( 6) 観音様に見えた桜の枯木か
つ
て
(

昭
和
3
7
、
3
8年
)

中
川
堤
に
は

桜
の

名
所
が
あ

り
、
多
く
の
人
々
の
目
を
楽
し

ま
せ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

昭
和
4
2、
4
3年
ご
ろ
に
な
る
と
、

虫
害
や
自
励
車
の
排
気
ガ
ス
が

た
た
っ
て
、
多
く
の
木
が
立
ち

枯
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

そ
の
折
、
中
川
の
護
岸
工
串

が
始
ま
り
、
こ
う
し
た
木
を
伐

採
し
て
き
れ
い
に
す
る
こ
と
に

な
っ
た
の
で
す
。
と
こ
ろ
が
、

中
川
五
丁
目
の
水
川
神
社
の
ま

ん
前
に
あ
る
朽
ち
か
け
た
桜
の

木
だ
け
が
残
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
木
の
大
き
さ
は
1

陬
4
0
作
ほ

ど
。
こ
の
桜
の
木
が
観
音
様
に

変
易
し
た
と
い
う
お
話
で
す
。

あ
る
夏
の
晩
の
こ
と
で
す
。

数
人
の
お

年
よ
り
か
原
を
求
め

て
、
中
川
堤
を
ぶ
ら
ぶ
ら
歩
い

て
い
る
と
、‘
水
川
神
社
の
前
の

う
す
暗
い
街
路
灯
の
明
か
り
に

観
音
様
が
浮
き
上
が
っ
て
い
る

で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
目
を
こ

す
り
何
度
見
直
し
て
も
観
音
様

に
ち
が
い
な
い
の
で
す
。

朽
ち
か
け
た
桜
の
木
が
街
路

灯
に
照
ら
さ
れ
る
と
。
観
皆
様

に
変
身
す
る

か
ら
不
思
議
で

す
。
こ
の
こ
と
は
囗
か
ら
口
へ

伝
わ
り
、
地
元
の
人
々
は
入
れ

替
わ
り
立
ち
魯
わ
り
水
川
神
社

前
の
椶
の
木
の
観
音
様
を
拝
み

に
き
た
と
い
う
こ
と
で

す
。

間
も
な
く
。
桜
の
木
は
根
本

か
ら
な
く
な
り
、
観
音
様
も
姿

を
詞
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
今

で

は
、
中
川
堤
の
桜
並
木
と
と

も
に
、
町
の
人
々
の
配

憶
か
ら

遠
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

区内中川堤4 湎にわたって、約刪} 0本の
桜並木があった( 昭*029年の撮影)

今
回
の
語
り
伝
え
は
、

区
教

育
委
貝
会
発
行
の

「
足
立
百
の
晒
り
伝
え
」
(

加
藤
敏
夫
綢
)
を
も
と

に
編
集
し
ま
し
た
。「
百
の

語
り
伝
え
」
の
中
に
は
、

千
僅
七
不
思
議
な
ど
の
言

い
伝
え
や
、
各
寺
社
の
縁

起
、
千
住
。
西
新
井
な
ど

の
地
名
の
由
来
な
ど
さ
ま

ざ
事
な
話
が
あ
り
ま
す
。

区
・
憐
輯
公
開
課
や
区
内

各
図
一

館
に
あ
り
ま
す
の

で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

あ
な
た
も
自
分
の
ま
ち

の
語
り
伝
え
に
興
味
を
抱

い
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。

シ リ
ーズ

足 立 の文化 財

六

角

厨

子

(
足
立
区
指
定
有
形
文
化
財
・
工
芸
品
)

中
川
3
-
1
4
-
1
8正
法
庵

こ
の
厨
子
は
'
a
径
|
。
2
S
、

高
さ
?
ヽ
盃
な
り
の
六

角
厨
子
で
す
。
中
央
の
支
柱
を

紿
と
し
て
回
転
す
る
六
角
形
の

身
部
に
蒹
を
の
せ
、
上
段
に
釈

唱

来
豐

丿

哽

む
醤

音
、
下
段
に
は
宕
窟
形
の
台
座

に
極
小
の
千
体
地
蔵
か

安
置
さ

れ
て
い
ま
す
。

厨
子
の
制
作
年
代
は

定
か
で

は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
下

部
支
柱

の

六
方
に
張
り
出
し
た

組
初

に
、
天
保
8
年
T
8
3
7

年
)

了
月
修
復
、
天
保
9
月
9

月
成

就
と
の
朱
一

が
あ
り
ま
す
。
願

あ
た
'ご

せ
4
つ
じ

主
は
芝
愛
宕
下
の

青
松
寺
3
5
　

て
ん
i
ん
ろ
I
‘
1し

代

天
純
一

雇
師
で
、
仏
師
の

洩
子
周
敬
が
一
年
余
を
費
や
し

て
修
復
し
て
い
ま
す
。

寺
云
に
よ
る
と
、
こ
の
六
角

ら
1
いん』
1
1
4

厨
子
は
、
当
庵
三
世
智
恵
箍
定

尼
が
、
関
東
尼
僧
総
取
締
役
の

重
責
を
果

た
し
た
折
、
そ
の
功

績
に
よ
り

、
青
松
寺
か
ら
贈
ら

れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
昭
和
4
2
年
に
、
当
正

法
庵
七
世
中
島
周
芳
師
が
、
台

匝
の
み
で
像
を
失
っ
て
い
た
5
6

体
の
地
蔵
を
新
し
く
安
置
す
る

な

ど
再
修
復
を
行
っ
て
い
ま

す
。総

じ
て

、
作
り
は
精
巧
で
、

き
わ
め
て

珍
し
い
も
の
と
い
え

ま
す
。

な
お
こ
の
寺
院
は
、
尼
寺
で

あ
る
た
め

、
寺
内
へ
の
一
般
見

学
は
で
き
ま
せ
ん
。

シ リ ー ズ

身近な自然
ジ グ モ

ジ
グ
モ
は
土
の
中
で
暮
ら

し
。
木
の
根
元
や
へ
い
の
下

な
ど
の
日
陰
に
長
い

袋
状
の

巣
を
作
り
ま
す
。
こ
の
袋
は

地
上
に
も
出
て
い
て

、
網
の

役
目
を
し

ま
す
。
小
さ
い
虫

な
ど
が
地
上
の
袋
に
止
ま
る

と

。ジ
グ
モ
は
振
動
を
感
じ
、

地
下
か
ら
は
い
上
が
っ
て
き

て
、
大
き
な
上
あ
ご
で
か
み

つ
き
ま
す
。
箋
物
を
巣
の
底

に
還
ぷ
と
、
袋
の
破
れ
を
直

し
、
こ
う
し
て
、
ま
た
次
の

寔
初
を
待
つ
の
で
す
。

し
か
し
、
い
つ

も
覆
物
が

と
れ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
ジ
グ
モ
は
長
期
間
何
も

食
べ
な
く
て
も
耐
え
る
こ
と

が
で
き
、
そ
の
問
は

、
じ
っ

と
地
中
で
待
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
で
地
グ
モ
と
呼

ば
れ
る

の
で
す
。
別
名
ツ
チ

グ
モ
と

も
い
い
ま
す
。
黒
褐
色
で
長

い
き
ぱ
が
特
徴
。
メ
ス
で
2
0

″
前
後
、
オ
ス
は
そ

れ
よ
り

小
さ
く
、
旧
I

ロ

″
位
で

す
。飼

う
場
合
は
。
容
器
に
土

を
1
5
″
ほ
ど
入
れ
、
壁
面
に

沿
っ
て

、
棒
で
衵
い
穴
を
聞

け
て
や
る
と
、
そ
の
穴
を
掘

り
下
げ
て

袋
状
の
巣
を
作
る

様
子
が
見
ら
れ
ま
す
。
え
さ

は
、
生
き
て
い
る
(
エ
な
ど

の
小
さ
な
虫
を
与
え
て
く
だ

さ
い
。
こ
の
よ
う
な
飼
い
方

で
2
-
3

年
は
生
き
る
よ
う

で
す
。

A
花
畑
西
小
教
加

。
鈴
木
贐
V

白く長い袋状の屯四
ジグ。。巣( 写丿哩罰
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福

祉

障
害
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
の

通
所
者
・
技
能
講
習
会
受
講
者
募
集

障
害
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
で

は
「
幼
児
通
所
訓
練
事
業
≒
リ

「
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
通
所
訓
練

事
業
」
の
平
成
3
年
度
新
規
通

所
者
(
児
)
お
よ
び
「
技
能
講

習
会
」
の
受
講
者
を
募
集
し
ま

す
。

・
幼
児
通
所
訓
練
事
業

対
象

満
2
歳
か
ら
就
学
年
齢

禾
満
の
主
に
精
神
発
達
に
遅

れ
の
あ
る
心
身
障
害
児

内
容

集
団
お
よ
び
個
別
の
生

活
指
導
・
訓
練
、
両
親
学
級

等

募
集
人
数
1
0

人
程
度

通
所
開
始
時
期
4

月
以
降

豪
心
身
の
発
達
に
心
配
の
あ
る

幼
児
の
養
育
相
談
、発
達
検
査
、

個
別
指
導
も
行
っ
て
い
ま
す

。

お
気
軽
に
お
電
話
く
だ
さ
い

。

問
合
せ
先

竹
の
塚
障
害
福
祉

館
・
幼
児
指
導
係

竹
の
獗

2
1
2
5
1
1
7

昔
(
3
8
6
　
0
)
8
8
9
1

・

リ
(

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
通
所

馴
練
事
業

対
象
1
5

歳
以
上
で
脳
血
管
障

害
や
事
故
等
に
よ
り
身
体
に

後
遣
症
が
あ
る
方

内
容

運
動
療
法
、作
業
療
法
、

そ
の
他

問
合
せ
先

東
部
障
害
福
祉
総

合
セ
ン
タ
ー
・
事
業
係

昔
へ
5
6
8
2
)
5
3
7
0

・
技
能
講
習
会

対
象

在
宅
障
害
者

講
習
会
名
・
募
集
人
数
等

左

上
表
の
と
お
り

募
集
期
間
2

月
末
日
ま
で

問
合
せ
先

東
部
障
害
福
祉
総

合
セ
ン
タ
ー
・
事
業
係

雲
(
5
6
8
2
)
5
3
7
0

技能講習会内容等

お
と
し
よ
り

の

方
に

民
間
ア
パ
ー
ト
を
あ
っ
せ
ん

区
で
は
、
お
と
し
よ
り
の
方

に
民
間
ア
パ
ー
ト
を
あ
っ
せ
ん

し
て
い
ま
す
。
あ
っ
せ
ん
を
受

け
ら
れ
る
方
は
、
区
内
に
1
年

以
上
お
住
ま
い
の
生
活
保
護
を

受
け
て
い
な
い
方
で
、
次
の
要

件
を
備
え
て
い
る
こ
と
が
必
要

で
す
。

▽
6
5歳
以
上
の
お
と
し
よ
り
だ

け
の
世
帯

▽
健
康
で
経
済
的
に
独
立
し
て

日
常
生
活
を
営
め
る

▽
立
ち
退
き
要
求
を
受
け
て
い

る
、
ま
た
は
安
全
・
健
康
上

著
し
く
環
境
の
悪
い
住
宅
に

住
ん
で
い
る

▽
身
元
保
証
人
が
賻
ら
れ
る

申
込
・
問
合
せ
先

本
庁
舎

♀
住
)
・
老
人
福
祉
係

高齢者住宅あっせんのしく み

年

金

国
民
年
金
保
険
料
は
確
定
申
告
の

「
所
得
控
除
」の
対
象
に
な
り
ま
す

平
成
2
年
1
月
か
ら
1
2月
ま

で
の
1
年
間
に
納
め
た
国
民
年

金
の
保
険
料
は
、
そ
の
金
額
が

「
社
会
保
険
料
控
除
」
と
し
て

所
得
か
ら
差
し
引
か
れ
、
課
税

の
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。
所
得

税
や
住
民
税
の
申
告
の
際
に
は

忘
れ
ず
申
告
し
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

国
民
年
金
課
保
険
料
係

さ
(
3
8
8
0
)
5
1
6
1 教

育

あ
っ
せ
ん
し
ま
す

私
立
高
校
等
入
学
資
金
融
資

お
子
さ
ん
が
私
立
の
高
校
や

高
等
専
門
学
校
へ
進
学
す
る
た

め
、
そ
の
入
学
金
な
ど
で
お
困

り
の
方
に
資
金
融
資
の
あ
っ
せ

ん
を
し
ま
す
。

申
込
資
格

私
立
の
高
校
、
高

等
専
門
学
校
ま
た
は
文
部
大

臣
が
指
定
し
た
専
修
学
校
の

高
等
課
程
進
学
予
定
の
お
子

さ
ん
と
同
居
し
て
い
る
保
護

者

▽
区
内
に
引
き
続
き
1

年
以
上
居
住
し

、
住
民
税
を

滞
納
し
て
い
な
い
方

▽
平

成
元
年
中
の
年
収
が
次
の
金

額
以
下
の
方
(

給
与
所
得
者

・
:
支
払
い
給
与
の
総
額
が
7
0
0

万
円
以
下

、
事
業
所
得
者
・・・

総
所
得
金
額
が
5
2
0万
円
以

下
)

融
資
金
額
1
0
万
円
以
上
5
0万

円
以
下
(
1
万
円
単
位
)

利
率

年
3
%

返
済
方
法

融
資
を
受
け
た
日

の
翌
月
か
ら
3
年
以
内
(
元

金
均
等
月
賦
償
還
)

保
証

金
融
機
関
所
定
の
保
証

を
受
け
て
い
た
だ
き
ま
す

(保
証
料
は
区
で
負
担
)

申
込
用
紙

区
内
中
学
校
在
学

者
は
各
中
学
校
で
、
そ
の
他

の
方
は
振
興
係
で
交
付

申
込
期
限
2

月
2
8日

申
込・
問
合
せ
先

本
庁
舎
♀

住
)
。学
務
第
二
課
振
興
係

保
養
所
な
ど

伊
豆
高
原
・
湯
河
原
あ
だ
ち
荘

4
月
分
の
利
用
案
内

4
月
分
の
利
用
申
し
込
み
は

次
の
と
お
り
で
す
。
(
ガ
キ
は

そ
れ
ぞ
れ
の
保
養
所
に
つ
き
、
I

グ
ル
ー
プ
(
区
内
在
住
・
在

動
者
の
み
T

枚
に
限
り
ま
す
。

重
複
申
し
込
み
や
、
期
限
を
過

ぎ
た
申
し
込
み
は
無
効
に
な
り

ま
す
。

な
お
、
一
人
で
の
宿
泊
は
で

き
ま
せ
ん
。

特別区民税・都民税、

国民健康保険料、国民年金保険料

納付は便利な口座振替で

特
別
区
民

税
・
都
民

税
、
国
民
健

康
保
険
料
、

国
民
年
金
保

険
料
の
納
付

に
は
、
口
座

振
替
が
便
利

で
す
。

預
金
口
座

か
ら
自
動
的

に
納
付
さ
れ

ま
す
の
で
、

手
間
が
か
か
ら
ず
、
納
め
忘

れ
も
な
く
安
心
で
す
。

申
込
方
法

預
金
通
帳
と
通

帳
印
、
そ
れ
ぞ
れ
の
納
付

書
を
窓
口
へ
持
参

申
込
先

預
金
口
座
の
あ
る

金
融
機
関
(
郵
便
局
は
除

く
)
、区
役
所
担
当
課
(
中

央
本
町
庁
舎
)

※
特
別
区
民
税
・
都
民
税
を
6

月
末
日
ま
で
に
1

年
分
ま

と
め
て
納
め
る
と

、
報
償
金

が
受
け
ら
れ
ま
す

。
報
償
金

額
は
、
第
4

期
分
の
1
0
%
の

金
額
で
す
(

上
限
は
2

万
5

千
円
)
。ま
た

、
国
民
年
金
保

険
料
を
4
月
末
日
ま
で
に
1

年
分
ま
と
め
て
納
め
る
と

、

毎
月
払
い
に
比
べ
て
2

千
Ⅲ

円
安
く
な
り
ま
す

。

ど
ち
ら
の
場
合
も

『
口
座

振
替
』
を
お
勧
め
し
ま
す

。

問
合
せ
先

い
ず
れ
も
中
央

本
町
庁
舎
▽
特
別
区
民
税

・
都
民
税
・・・
納
税
課

さ

(
3
8
8
0
)
5
1
0
1
　

▽
国
民
年
金
保
険
料
…
国

民
年
金
課

昔
(
3
8
8
　
0
)
5
1
6
1

▽
国
民

健
康
保
険
料
・・・
国
民
健
康

保
険
課

登
(
3
8
8
0
)
　
5
1
3

『
j

消
費
者
相
談

二
十
歳
か
ら
は
あ
な
た
も

責
任
の
あ
る
お
と
な

う
ま
い
話
に
ご
注
意
を

「
う
ち
の
会
社
の
若
い
社

…
…
」

員
が
何
人
も
、
自
動
車
用
品

の
販
売
の
副
業
に
手
を
出
し

て
い
る
よ
う
だ

。
自
分
で
自

動
車
用
品
を
セ
ッ
ト
で
買
っ

て

、友
だ
ち
な
ど
に
売
る
と
、

多
く
の
マ
ー
ジ
ン
が
入
る
と

か
で

、
仕
事
も
手
に
つ
か
な

い
人
や

、
思
わ
く
が
外
れ
て

高
額
の
借
金
を
か
か
え
て
困

っ
て
い
る
人
も
い
る
。
ど
う

し

た

ら
よ

い

だ
ろ

う

か

と
い
う
よ
う
な
相
談
が
区

内
の
あ
る
会
社
の
人
事
担
当

の
方
か
ら
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。で
も
、
世
の
中
そ
ん
な

う
ま
い
話
は
そ
う
そ
う
こ
ろ

が
っ
て
い
ま
せ
ん
。
も
う
け

話
は
そ
れ
を
人
に
す
す
め
る

人
が
一
番
も
う
か
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。そ

ん
な
話
に
の
せ
ら
れ
て
、
失

業
し
た
り
、
貯
金
や
友
人
ま

で
も
失
わ
な
い
よ
う
注
意
し

ま
し
ょ
う
。
二
十
歳
過
ぎ
た

ら
、
皆
自
分
の
行
動
に
は
、

麦
任
を
と
ら
な
け
れ
ぱ
な
ら

な
く
な
る
の
で
す
か
ら

こ
の
相
談
例
は
、
契
約
し

た
時
か
ら
1
ヵ
月
も
経
過
し

て
い
る
の
で
、で
き
る
だ
け

消
費
者
に
有
利
な
よ
う
な
解

約
交
渉
を
行
つ
て
い
ま
す

が
、
旱
い
時
期
な
ら
無
条
件

で
、
一
度
し
た
契
約
も
解
除

で
き
ま
す
。「
困
つ
た
な
?
」

と
思
う
若
者
も
、「
彼
ち
ょ
つ

と
へ
ん
だ
な
?
」
と
思
う
周

り
の
方
も
、
で
き
る
だ
け
早

め
に
、
消
費
者
セ
ン
タ
ー
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

く
わ
し
く
は
、
消
費
者
セ

ン
タ
ー

啻
(
3
8
8
0
)
5
3
8
0

へ
。

昨
年
の
交
通
事
故
死
者
数

1
万
1
千
2
2
7人

区
内
で
も
3
6人
が
死
亡

昨
年
1
年
間
の
全
国
の
交

通
事
故
死
者
数
は
1
万
1
千

2
2
7
人
。
昭
和
5
0年
以
降
で
最

悪
の
数
字
と
な
り
ま
し
た
。

足
立
区
内
で
も
3
6人
の
方
が

亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。

交
通
事
故
に

気
を
つ
け
よ
う

ち
ょ
つ
と
し
た
不
注
意
や

安
易
な
行
動
が
交
通
事
故
を

引
き
起
こ
し
ま
す
。

ド
ラ
イ
バ
ー
は
も
ち
ろ
ん

歩
行
者
も
、
交
通
ル
ー
ル
や

交
通
マ
ナ
ー
を
守
り
、
交
通

事
故
に
あ
わ
な
い
よ
う
、
交

通
事
故
を
お
こ
さ
な
い
よ
う

十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

の
せ
ま
し
ょ
う

ゆ
と
り
と

い
う
名
の

同

乗

者

◆ 平成3 年1 月1 日から区内の電話局番は、頭に3 を付け加えた4 ヶ 夕になりました( すでに4 ヶ夕の場合はそのままですヽ
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健

康

ご
協
力
く
だ
さ
い
2

月
の
献
血

下
表
の
日
程
で
愛
の
献

血
を
行
い
ま
す
。

受
付
時
間

い
ず
れ
も
午

前
1
0時
～

午
後
3

時
3
0
　

分
(

昼
食
・
休
憩
時
間

を
除
く
)

問
合
せ
先

葛
飾
赤
土
子

血
液
セ

ン
タ

ー
S
　
　
(
3
6
9
3
)
5
7
0

1
、
本
庁
舎
(
千
住
)
・

保
健
予
防
係

2 月の献 血日 程

講
演
会

肝
臓
病
と
い
う
名
の
お
酒
の
問
題

日
時
1

月
2
8日
(
月
)
、午
後

1
時
3
0分
～
3
時
3
0分

講
師

高
橋
和
己
氏
(
松
沢
病

院
精
神
科
医
師
)

対
象

区
民
の
方

申
込
方
法

電
話
予
約

費
用

無
料

場
所
・
申
込
・
問
合
せ
先

足

立
保
健
所

昔
(
3
8
5
5
)

届

出

特
定
建
設
作
業
の
実
施
届
出

・
届
出
制
度
に
つ
い
て

最
近
、
足
立
区
内
で
は
マ
ン

シ
ョ
ン
ーエ
場
・
住
宅
等
の
建

設
が
多
く
な
り
、
住
民
の
日
常

生
活
に
身
近
な
公
害
と
し
て
、

騒
音
・
振
動
が
大
き
な
問
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
事
態
に
対
処
す
る

た
め
、
騒
音
・
振
動
規
制
法
で

は
建
設
業
者
の
み
な
さ
ん
に
対

し
、
特
定
建
設
作
業
の
実
施
届

出
を
義
務
づ
け
て
い
ま
す
。

届
出
は
、
届
出
書
に
特
定
建

設
作
業
の
必
要
書
類
を
添
付

し
、
着
工
の
7

日
前
ま
で
に
行

う
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す

。
皆

さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

・

規
制
等
に
つ
い
て

特
定
建
設
作
業
の
種
類
ご
と

に
、
騒
音
・
振
動
規
制
法
に
よ

り
規
制
基
準
値
、
作
業
時
間
等

が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す

。

騒
音
・
振
動
対
策
に
つ
い
て

、

建
設
業
者
の
皆
さ
ん
に
は
次
の

事
項
を
守
る
よ
う
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

▽
工
事
の
実
施
に
あ
た
っ
て

は
、
必
要
に
応
じ
工
事
の
目

的
、
内
容
に
つ
い
て
、
事
前

に
地
域
住
民
に
対
し
て
説
明

を
行
い
、
工
事
の
協
力
を
得

ら
れ
る
よ
う
に
努
め
る

▽
工
事
が
円
滑
に
進
む
よ
う
に

現
場
管
理
等
に
留
意
し
、
不

必
要
な
騒
音
・
振
動
を
発
生

さ
せ
な
い

▽
建
設
機
械
等
は
、
整
備
不
良

に
よ
る
騒
音
・
振
動
が
発
生

し
な
い
よ
う
に
点
検
・
整
備

を
十
分
に
行
う

▽
作
業
待
ち
時
に
は
、
建
設
機

械
等
の
エ
ン
ジ
ン
を
止
め
る

な
ど
、
で
き
る
限
り
騒
音
・

振
動
を
発
生
さ
せ
な
い

な
お
、
詳
し
い
内
容
に
つ
い

て
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問
合
せ
先

本
庁
舎

♀
住
)

・
公
害
第
丁

第
二
係

仕
事
と
経
営

保
育
園
の
臨
時
職
員
を
募
集

申
込
資
格
1
8

歳
以
上
5
5
歳
ぐ

ら
い
ま
で
の
健
康
な
方

勤
務
場
所
各
区
立
保
育
園

勤
務
職
種
▽
産
休
・
病
欠
代
　

替
職
員
・
;
午
前
8
時
3
0
分
～
　

午
後
5
時
1
5
分
(

土
曜
日
は

午
後
1
時
3
0
分
ま
で
)
、時
給

6
5
0円

▽
土
曜
日
保
育
・
土

曜
日
給
食
職
員
…
午
前
8

時

3
0
分
～
午
後
1
2
時
3
0
分
、時

給
6
5
0円

▽
特
例
保
育
職
員

・・・
午
前
7

時
3
0分
～
9

時
3
0

分
お
よ
び
午
後
4
時
～
6
時
　

(
ど
ち
ら
か
で
も
可
)
、
時
給

6
9
0
円

※
住
所
、
氏
名
、
連
絡
先
等
を

登
録
し

、
欠
員
が
あ
り
し
だ
い

連
絡
し
ま
す

。
登
録
は
常
時
受

け
付
け
て
い
ま
す

。

申
込
・
問
合
せ
先

本
庁
舎

宇

住
)
・
保
育
第
一
係

求
人
・
求
職
は

勤
労
福
祉
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
へ

勤
労
福
祉
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

ー
で
は
、
内
職
や
パ
ー
ト
の
求

人
・
求
職
の
あ
っ
せ
ん
を
行
っ

て
い
ま
す
。

・
内
職
に
適
し
た
仕
事
は
あ
り

ま
せ
ん
か

簡
単
な
手
仕
事
を
希
望
す
る

求
職
者
が
多
い
状
況
で
す
。
事

業
主
の
方
で
、
家
庭
で
で
き
る

簡
単
な
手
仕
事
な
ど
、
内
職
に

適
し
た
仕
事
が
あ
り
ま
し
た
ら

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

・
相
談
コ
ー
ナ
ー

▽
家
庭
で
内
職
を
し
た
い
方

…
求
人
票
が
自
由
に
見
ら
れ
ま

す

。
条
件
に
合
つ
た
仕
事
が
あ

れ
ば
紹
介
し
ま
す

▽
パ
ー
ト

タ
イ
ム
で
働
き
た
い
方
・
:
最

近

、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
で
の
就
職

を
希
望
す
る
方
が
増
え
て
い
ま

す

。
自
由
に
見
る
こ
と
が
で
き

る
求
人
公
開
カ
ー
ド
を
備
え

、

パ
ー
ト
職
業
相
談
・
紹
介
に
応

じ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
利
用

く
だ
さ
い

場
所
・
問
合
せ
先

動
労
福
祉

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
(
綾
瀬

プ
ル
ミ
エ
内
)

さ
(
3
8
　
3
8
)
3
5
8
4

・

訂
正
と
お
わ
び
1

月
1
5日

号
「
生
業
資
金
貸
付
」の
配
事

で
利
率
に
誤
り
が
あ
り
ま
し

た

。
正
し
ぐ
は
2
,
8
%で
す

。
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保
健
所

の

日

誌
か
らM

ち
ゃ
ん
の
歯
並
び
は
…

今
日
、2
歳
の
歯
科
健
診

を
受
け
に
M
ち
ゃ
ん
が
や
っ

て
き
ま
し

た
。む

し
歯
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が

、M

ち
ゃ
ん
は
あ
ご
が
小
さ
く
歯

の
大
き
さ
と
釣
り
合
い
が
と

れ
ず
に
歯
が
窮
屈
に
な
ら
ん

で
い
ま
す
。当
然
、汚
れ
が
つ

き
や
す
く
と
れ
に
く
い
の
で

ム
シ
歯
に
な
り
や
す
く

、
こ

の
ま
ま
で
は
永
久
歯
に
な
る

と
き
の

歯
並
び
も
心
配
で

す
。
そ
こ
で
先
生
は

「
今
の

う
ち
に
あ
ご
を
丈
夫
に
育
て

て
あ
げ
ま
し
ょ
う

。あ
ご
は

、

か
む
こ
と
で
育
ち
ま
す

。
そ

の
た
め
に
は

、
硬
い
も
の
を

良
く
か
ん
で
食
べ
さ
せ
る
よ

う
に

」
と
ア
ド
バ
イ
ス
を
し

ま
し
た
。

お
母
さ
ん
自
身
も
M
ち
や

ん
の
歯
並
び
に
つ
い
て
気
に

な
っ
て
は
い
た
の
で
す
が
、

自
分
の
歯
並
び
に
似
て
い
る

し
、
生
ま
れ
つ
き
と
あ
き
ら

め
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
以

前
に
硬
い
食
物
を
食
べ
さ
せ

た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
が
、

は
き
出
し
て
し
ま
っ
た
り
、

い
つ
ま
で
も
囗
の
中
に
含
ん

で
い
て
思
う
よ
う
に
食
べ
て

く
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
、
わ

ざ
わ
ざ
軟
ら
か
い
食
べ
物
を

選
ん
だ
り
、
調
理
を
工
夫
し

て
食
べ
や
す
く
し
て
あ
げ
て

い
ま
し
た
。

栄
養
面
だ
け
で
考
え
れ

ば
、
こ
れ
で
も
特
別
問
題
は

お
き
ま
せ
ん
が
、
子
黻
の
あ

ご
を
育
て
る

た
め
に
は
、

か
む
こ
と
が

と
て
も
重
要
で
す
。
と
こ
ろ

が
、
か
む
こ
と
は
、
自
然
に

覚
え
る
の
で
は
な
く
、
練
習

が
必
要
な
の
で
す
。
特
別
な

食
物
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん

が
、
晋
段
の
食
事
を
つ
く
る

と
き
積
極
的
に
硬
い
物
を
加

え
る
よ
う
に
必
掛
け
ま
し
ょ

う
。

八
保
健
所
・
歯
科
衛
生
士
▽

ひ
ろ
ば

※
先
着
順
で

、1
団

体
1

事
業
、3
ヵ
月

間
再
掲
載
不
可
。

投
稿
先
・・・
広
報
課

=
催
し
物
=

☆
貝
ぴ
な
無
料
講
習
会
2

月
3
日
(
日
)
、午
前
1
0
時
～

午
後
1
2
時
3
0
分
/
梅
田
セ
ン

タ
ー
/
先
着
3
0
人
/
材
料
費

千
瞋
円
(
消
費
税
別
)
/
佐
藤
S
(

3
8
9
8
)
0
1
8
3

☆
ふ
れ
あ
い
の
つ
ど
い
2

月
3
日
(
日
)
、午
後
1
時
～
3

時
/
エ
ル
ー
ソ
フ
ィ
ア
4

階
ホ
ー
ル
/
手
品
、
手
話
コ

ー
ラ
ス
、バ
ン
ド
/
足
立
区

女
性
団
体
連
合
会
福
祉
・
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
部
会
主
催
/

佐
藤

昔
(
3
8
8
6
)
7

☆
舞
台
劇
鑑
賞
「
冒
険
者
た

ち
」2

月
1
0日
(
日
)
、午

後
2
時
/
文
化
会
館
/
原
作

・
斉
藤
惇
夫
、
劇
団
・
東
京

芸
術
座
/
入
会
金
2
0
0
円
、
月

額
7
0
0円/
足
立
こ
ど
も
劇
場
a
(
3
8
8
3
)
9
7
3
8

=
募
集
=

☆
書
道
サ
ー
ク
ル
月
3
回

水
曜
日
、
午
前
1
0時
～
正
午

/
東
和
セ
ン
タ
ー
/
初
心
者

歓
迎
、段
・
級
取
得
可
/
月

額
2
千
瞋
円
/
亀
井
さ

(
3
6
2
0
)
8
9
3
8

☆
書
道
サ
ー
ク
ル
毎
月
第

2
・
4
木
曜
日
、
午
後
1
時

3
0
分
～
4
時
3
0
分
/
エ
ル
ー

ソ
フ
ィ
ア
3
階
/
初
心
者
歓

迎
/
月
額
2
千
5
0
0
円
/
高
橋

昔
(
3
8
8
6
)
4
4
5
9

☆
A
P
ジ
ャ
ズ
体
操
ク
ラ
ブ

毎
週
金
曜
日
、午
前
1
0
時
～

正
午
/
綾
瀬
プ
ル
ミ
エ
ー
階
/

主
婦
中
心
/
入
会
金
2
千

円
、
月
額
2
千
円
/
安
室

昔
(
3
6
2
9
)
9
5
1
9

掲示板

・

税
務
署
の
ア
ル
バ
イ
ト
募

集期
間
2
月
1
日
～
3
月
2
9
　

日
対
象

高
校
生
以
上
の
男
女

く
わ
し
く
は

、
足
立
税
務

署
総
務
課
豐
(
3
8
8
8
)
6
2
4
1

、
西
新
井
税
務
署

総
務
課
豐
(
3
8
4
0
)
-
1
1
1

へ

。

・

私
立
高
等
学
校
入
学
支
度

金
の
貸
付

都
内
私
立
高
校
・
私
立
専

修
学
校
高
等
課
程
(
3

年
生

課
程
)
に
入
学
す
る
生
徒
の

保
護
者
で

、
都
内
に
居
住
す

る
方
に
入
学
支
度
金
を
お
貸

し
し
ま
す
。希
望
す
る
方
は

、

合
格
決
定
後
す
ぐ
に
入
学
す

る
学
校
に

ご
相
談
く
だ
さ

い
。

貸
付
額
2
0

万
円
(
無
利
子
)

返
還
方
法

在
学
中
に
月

賦

、
半
年
賦

、
年
賦
等
で

学
校
に
返
還

問
合
せ
先

▽
入
学
す
る
学

校

▽
私
学
振
興
会

昔

(
3
2
6
2
)
5
6
9
1
　

▽
都
・
総
務
局
学
事
第
一

課
学
事
行
政

担
当

豐

(
3
2
1
2
)
5
1
1
1
　

㈹

・

東
京
都
社
会
事
業
学
校
3

年
度
生
徒
募
集

資
格

都
内
在
住
で
高
卒
程

度
の
学
力
が
あ
る
方

人
員
5
0

人

期
間
1

年
(
昼
間
)

選
考
日
▽
筆
記
…
2
月
2
5
日
　

▽
面
接
・
・
・
2
月
2
7
日
～
3
　

月
1
日

説
明
会
2

月
2
日

、
午
前

1
0時

申
込
方
法
・
期
限
▽
直
接
　

窓
口
・
;
2
月
1
6
日
、
午
前
　

中

▽
郵
送
…
2
月
1
2
日

～
1
6日
(

消
印
有
効
)

※
願
書
の
郵
送
を
希
望
す
る

方
は
、
7
2
円
切
手
を
は
っ
た

あ
て
先
明
記
の
返
信
用
封
筒

を
同
封
し
学
校
へ

。

申
込
・
問
合
せ
先

東
京
都

社
会
事
業
学
校

〒
1
6
9新

宿
区
北
新
宿
4
1
6
1
1
　

さ
(
3
3
6
0
)
6
5
1
5

・
事
業
経
営
者
の
方
、
償
却

資
産
の
申
告
を
お
忘
れ
な
く

固
定
資
産
税
は
土
地
や
家

屋
の
ほ
か
に
事
業
用
の
償
却

資
産
に
も
か
か
り
ま
す
。
事

業
用
資
産
を
お
持
ち
の
方

は
、
平
成
3
年
1
月
1
日
現

在
の
所
有
状
況
を
、
1
月
3
1

日
ま
で
に
、
都
税
事
務
所
に

申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

足
立
都
税
事
務

所

昔
(
3
8
8
2
)
2
　
1
1
1

・
厚
生
大
臣
指
定
講
習
会
　

法
律
の
改
正
に
伴
う
厚
生

大
臣
指
定
の
講
習
会
を
都
内

各
地
で
閧
催
し
て
い
ま
す
。

く
わ
し
く
は
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

▽
あ
ん
摩
マ
ッ
サ
ー
ジ
指
圧

師
、
は
り
師
、
き
ゅ
う
師

講
習
会

社
会
福
祉
法
人

日
本
盲
人
会
連
合
内
講
習

会
実
施
協
議
会

昔
(
3
　
2
0
0
)
0
0
1
1

▽
柔
道
整
復
師
講
習
会

抛

柔
道
整
復
師
研
修
試
験
財

団

酋
(
3
8
7
6
)
8
9
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も
っ
と
区
の
情
報
を

お
役
立
て
く
だ
さ
い

公文
書
公

開
制

度と区政

資

料

室

区
で
は
、
皆
さ
ん
と
と
も
に

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た

め
、
区
が
持
っ
て
い
る
「
情
報
」

を
、
請
求
に
基
づ
い
て
公
開
す

る
「
公
文
書
公
開
制
度
」
を
昭

和
6
1年
度
か
ら
実
施
し
て
い
ま

す
。
同
時
に
行
政
資
料
を
提
供

す
る
r
区
政
資
料
室
」
も
運
営

し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
い
ま
ま
で
公
開
の
対

象
と
な
ら
な
か
っ
た
、
昭
和
6
0

年
3
月
3
1
日
以
前
の
保
存
文
書

に
つ
い
て
も
、
教
育
委
員
会
分

を
除
き
、
昨
年
1
2
月
か
ら
公
開

対
象
文
書
と
な
り
ま
し
た
。

公
文
書
公
開
制
度
と
は

区
民
の
皆
さ
ん
が
知
り
た
い

「
区
政
情
報
」
を
「
公
文
書
を

公
開
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
」
提

供
し
、
知
る
権
利
を
保
障
す
る

制
度
で
す
。
公
開
謂
求
の
あ
っ

た
日
か
ら
1
4日
以
内
に
公
開
・

非
公
開
を
決
定
し
、
文
書
で
通

知
し
ま
す
。
請
求
さ
れ
た
文
書

が
非
公
開
や
一
部
非
公
開
の
場

合
は
、
そ
の
理
由
も
あ
わ
せ
て

通
知
し
ま
す
。

公
開
請
求
で
き
る
方

▽
区
内
在
住
・
在
動
・
在
学

の
方

▽
区
内
に
事
務
所
・
事

業
所
を
持
つ
個
人
・
法
人
・
団

体

▽
公
開
請
求
理
由
を
具
体

的
に
示
す
こ
と
が
で
き
る
個
人

。
法
人
・
団
体

公
文
書
公
開
の
対
象
機
関

▽
区
長
部
局

▽
教
育
委
員

会

▽
選
挙
管
理
委
員
会

▽

監
査
委
員

▽
農
業
委
員
会

区
政
資
料
室
の
ご
案
内

区
で
は
、
本
庁
舍
(
千
住
)

中
央
本
町
庁
舎
の
2
ヵ
所
に
設

置
し
、
区
が
作
威
し
た
行
政
刊

行
物
、
国
・
東
京
都
等
の
資
料

や
行
政
図
書
の
収
集
、
閲
覧
、

貸
し
出
し
を
し
て
い
ま
す
。
資

料
数
は
、
8
千
7
0
0
種
類
、
1
万
6

千
冊
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
資
料
等
を
迅
速
・
的
確

に
検
索
し
、
情
報
提
供
が
で
き

る
シ
ス
テ
ム
の
開
発
を
行
い
、
1
2

月
か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
の
他
、
区
の
有
償
刊
行
物

の
販
売
、
広
報
ビ
デ
オ
の
貸
し

出
し
等
、
区
政
情
報
の
提
供
を

行
っ
て
い
ま
す
。
区
政
資
料
室

は
、
区
内
在
住
・
在
動
を
問
わ

ず
、
ど
な
た
で
も
ご
利
用
い
た

だ
け
ま
す
。

貸
出
期
間
・
冊
数
I

人
3

冊

ま
で
、
2
週
間
以
内

場
所
・
問
合
せ
先

本
庁
舍

(
千
住
)

・
情
報
公
開
課
　
?
3
8
8
2
)

―
I
I
I
　

㈹
、
ま
た
は
中
央
本
町
庁
舎

・
情
報
公
開
課
分

室

雲

(
3
8
8
0
)
5
0
0
1

情報公開課で販売し ている区の有償刊行物 ( 単位: 円)

情 報 コ ー ナ ー お間違いな<
1 月1 日から 東京03 地域の市内局番がすべて4 ケタになりました,

※ 市 内 局 番 が 、 す で に4 ケ タ の 場 合 は 変 わ り ま せ ん 。

青年セ ンタ ー の 催 し

シネサロン/ 「オールウェイズ」

スピ ルバーグが初めて挑戦したラ
ブ・ストーリーです。
日時2 月5 日( 火) 、午後7 時から
定員100 人
費用 無料
汰整理券は1 月23日から窓口で配布
中です。

世界の家庭料理/ Par t 4
ちょつと珍しい料理に劉鵑吮してみ
ませんか?
日時2 月21・28日、3月7 ・14日、

午後6時3吟～9ほ咎
対象 区内在住・在動の16歳から39　
歳までの方
定員36 人
費用 材料費実費5, 000円程度( 4 回
分)
※ 2 月n 日( 祝) 2 時より、顔合わせ
をかねてお菓子作りをします。こち
らのみの参加もできます(材料費600
円程度) 。
申込方法 直接窓口または電話
xx い ず れ もxx

場所・申込・問合せ先 青年センター
03890 ―0061

開
催中
特別展「くらしの四季」

あだちの年中行事
主 に区 北部 に おけ る年 中 行事 を

取 り 上げ 、そ れら が 人 々の春 らし
の 中で 果 たす 役割 、 変容 につ い て

展 示し て い ます。

展 示期 間4 月7 日( 日) まで
( 月 曜 日は 休館 です)

開館時間午前9時～午後5畤
( 入 館は4 畤30 分まで)

入 場 料E> 大 人・・・2〔x〕円E> 小 ・
中学 生・・・100円 団 体【20人以 上 】

・・・各半 額
場 所 ・問 合 せ先 郷 土博 物 館( 大

老J E95 ―20 ―1) *13620 ―9393

足立区職員研修所公開講座 自 治体大 学『まちづくり 』

テーマ 子 ども にとっ ての
ま ち づ く り と は

これからの未来を担う子供たちに
とってのまちづくりを考えます。
日時・内容 右表のとおり
対象 区内在住・在動の18歳以上の
方
定員・費用50 人程度( 抽選) 、無料
申込方法 往復ハガキに住所、氏名、
年齢、電 話番号、講座名を明記

申 込期 限2 月9 日

(消 印 有効)
場所 ・申 込 ・問 合せ
先 足 立 又鼬 員研 修

戸斤 〒120 糸麦浬頁2　
―30 ―6

03602 ―8841

講義科目 および講師

ビーチボール・バレ ー
指導者養成講習会

スポーツに親しみのなかった人
のために考えられたビ ーチボール
・バレー、その指導方法を学びま
す。
日時2月18・19・25・26日、3　
月4・5日、午後7時～9時

場所 中央本町センター
対象18 歳以上の区内在住・在動
の方で、ビ ーチボール・バレー
を指導し ている方、および指導
者を目指す方
定員40 人
費用 無料
申込方法 往復ハガキに、住所、
氏名、年齢、電話番号、職業、
ビ ーチボール・バレー経験の有
無を明記

申込期限2 月5 日( 必着)
申込・問合せ先 本庁舎( 千住) 　
・体育振興係 〒120千住1- 　4
―1803882 ―l l l l t f匂̂

あなたの声は区政の力です
区 政モニター募集

21世紀に向 かい。足立区をより住
みよいまちにし ていくために、皆さ
んのご意見や日ごろ感じていること
などをお聞 かせください。
次の要領で区政モニターを募集し

ます。
モーターの仕事 【>連絡会議等への
出席( 平日。年4 回程度) 冫 ア
ンケ ート ヘの回答( 年3 回程廖) 　r>
区政全般についての意見、提菖
等の随時提出E> その他広聴業 務

への協力
募集人員50 人
任期3年4月～4年3月
応募資格 次のすべての条件を満た
す方[ > 満20歳以上 じ>3年4 月
1 日現在で足立区に引き続き3 ヵ
月以上居住している( 日本語がで
きる外国人を含む) r> 郡内地方
公共団体の職員でない

謝礼c> 会 議出席‥・1回3, 0〔x〕円
アンケート回答・・・1回1, 000円

応募方法2 月12 日までに電話で応
募用紙を謂求してください

i 応募・問合せ先 本庁舎( 千住)
自 広聴mC3882 ―1111㈹

あなたの相談室問合せ先 足立区役所本庁舎( 干住) 1 階区民相談窒
所在地 干住1- 4- 1803882- 1111 ㈹

困 っ た こ と や 咆 配 な こ と が あ り ま し た ら 、お 気 軽 に ご 利 用 く だ さ い( 無 料 ・ 秘 密 厳 守)

RECYCLEPAPER
―森林資源を大切に―

Ta. Se. T. N. 240, 000


